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Q2 オイルが増えた？
運転状態によって、燃焼行程で
燃え残った燃料は、ｵｲﾙﾊﾟﾝに
落ち、ｵｲﾙに混入します。

①始動、低速運転、加速の時には、
濃い混合ガスのため、完全に燃え
ない燃料が多くなります。

②ｴﾝｼﾞﾝが冷えた状態での運転で
は気化しないため、多量の燃え残
り燃料が発生します。

燃え残
り燃料

　12月29日午後11時ころ、男性Ａさん(50歳)は大分県佐伯市沖黒島で釣
り中、岩場を移動する際に足を滑らせて海中転落しました。自力で這い上が
ることができず沖合いに流されましたが、男性が着用していた救命胴衣の反
射板が光ったのを漁船が視認し救助されました。
　一方、12月30日午前7時ころ、男性Ｂさん(57歳)は山口県萩市高山岬付
近の海面から高さ約５ｍの岩場で釣りを始めましたが、その後付近の釣り人
が海面に浮いて泳いでいるＢさんを発見、数分後には水没しました。午前９
時30分ころ、捜索中の巡視艇がうつ伏せで漂流中のＢさんを発見・収容し
ましたが、搬送先の病院で死亡が確認されました。

第七管区海上保安本部
           マリンレジャー安全推進室
TEL　093-321-2931
E-mail:kyuunan-7@kaiho.mlit.go.jp

明暗！救命胴衣着用と非着用
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爆弾低気圧

　　　事故からの教訓　～海水温度と生存の可能性～
　　　　　　「生き延びるために。救命胴衣の常時着用を！」
○ 九州沿岸海域のこの時期の海水温度は約17℃前後ですが、15℃から20℃
 の水温下では、事故者の体力、気力、海上模様等にも影響され、一概には言えませ
んが、｢12時間まで生存が可能｣といったデータがあります。
○ 水温15℃では海水に入ると約10分間で体の表面温度は水温近くに低下し
 ますが、10℃～15℃の場合、６時間以内に救助すれば助かる可能性は十分
 あります。
○ 男性Ａさんは、転落後約30分で救助されましたが、医師によると一時体温は25
度近くまで低下したそうです。救命胴衣を着ていなければ真冬の海上では浮いてい
ることも困難で、また、漁船からも発見されなかったでしょう。
○ 海中転落の体験談を本紙とともに送付していますので、是非御一読下さい。

　　　小型船舶の機関取扱い～シリーズ～

　昨年から主に東北方面で、爆弾低気圧
と呼ばれる台風並みに発達した低気圧が
通過し、大きな海難が多数発生していま
す。
　1月6日には九州でも大荒れの天気とな
りました。自然の脅威を侮らず、気象情
報に十分留意のうえ、万全の事前対策が
被害を防止します。

    機関の故障や整備不良による海難が急増!
先 は が減少す 事例を 上げま た 今 は

船外機は、冷え過ぎた状態だと、ｵｲﾙの状態が悪くなります。
◆船外機が冷えすぎる運転状態

低速運転

短期間の運転

低温度環境での運転

●暖機運転を実施しましょう！
●長時間の低速運転は避けましょう！
●オイル交換は規定より早目に実施しま
しょう！

オイルの異常
がみられた
ら、販売店に
相談してくだ
さい。

アドバイス

ﾌﾟﾚｼﾞｬｰﾎﾞｰﾄ等海難発生隻数
の推移
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ｴﾝｼﾞﾝ故障の原因にもなりますの
で、オイルは早目に交換しましょ
う！

オイル



　

○プレジャーボート・遊漁船の海難159隻(前年比22隻減)
　　　　　　　　　　　　　　　海難に伴う死者・行方不明者4人（前年同）
  　主な海難は、機関故障38隻、運航阻害（ﾊﾞｯﾃﾘｰ過放電、燃料欠乏等）28隻、衝突26隻な
 どです。原因は機関の整備・点検不良や取り扱い不良、見張り不充分に起因するものです。
    船舶運航上の基本を守れば防げたものと思われます。

○マリンレジャーに伴う海浜事故者81人(前年比3人増)
　　　　　　　　　　　　　　死者･行方不明者29人(前年比4人減)
　釣り中の事故者が37人(死者15人)と、事故者数、死者・行方不明者数とも全体の半数前後を占め
ています。37人中、20人が海中転落です。ライフジャケットの着用が望まれます。
　そのほかの主なものは、遊泳中21人(5人死亡)、磯遊び9人(6人死亡)、ﾎﾞｰﾄﾞｾｰﾘﾝｸﾞ4人(1人死亡)
などとなっています。

　　 海の相談室だより(七管本部海洋情報部)

　　      海の事件・事故は「１１８番」
　～海の緊急通報「１１８番」周知週間～
　　　   １月１８日～１月２４日
　              　　「海難事故に遭遇した！」又は「目撃した！」
                      　「密航・密輸・密漁などの情報を得た！」
　　　　　　　　　　又は「目撃した！」
「油の排出や不法投棄などを発見した！」
「見かけない船や不審な人物・漂流物を発見した！」

　　　　　　　　　　　　　　新年あけましておめとうございます。
   　　　　　　　　　　　　　当室ではマリンレジャー愛好者の事故の減少を目標に関係団体等の
皆様方に本紙を通じまして事故事例や安全情報を提供させていただいております。
　マリンレジャーは多種・多様化し、また、根強い人気がある一方で、昨年、全国では約310人の
尊い命が失われています。マリンレジャー愛好者は数千万とも言われ、年令幅も広く、クラブ等団
体にも所属しない方が多く、安全啓発活動もなかなか個々の愛好者に届かない現実がありますが、
愛好者個々の安全意識の向上をめざし、それぞれができる事をコツコツと続けることしかないかと
も思います。「継続は力なり」といったところでしょうか・・・。
　本年も昨年同様、関係団体等の皆様方の更なる海難防止活動の推進とご協力をお願いいたします
とともに、皆様方のご安全をお祈りいたします。

編　集　後　記

　　　　　　　　　　・・・などの事案に遭遇したときや目撃した場合は、「いつ」「ど
　　　　　　　　　　　こで」「なにがあった」などを簡潔に落ち着いて通報してください。
　　　　　　　　　　　　しかし、このようなことに遭遇することは稀です。落ち着いて話
　　　　　　　　　　　せない場合もあります。このような場合は、「何が起きているのか」
　　　　　　　　　　　を話してくだされば、こちらから必要なことをお聞きますので、説明
　　　　　　　　　　　してくだされば結構です。
　１１８番は海上、海岸及び港での事故や異変に遭遇した場合に利用してもらう大切な電話です。
１１８番にかかった電話の中には、緊急ではない問い合わせや相談、間違い電話やいたずら電話な
どが多く、本当に「緊急の事件・事故」を通報する人の電話が受け付けられないことにもなりかね
ません。適切なご利用にご協力をお願いします。

　　18年海難・人身事故の状況(七管区）

  　　　　　　　　　　　冬季の低潮に注意！
　1、2月の大潮期低潮時には、年間を通じて最も潮位が下がるため、実
際の水深が海図に記載されている水深よりも浅くなることがありますの
で注意してください。
　毎年、冬季から春季の大潮期低潮時に潮位が最も下がります。特に、1
～2月の大潮期（満月もしくは新月の前後）の低潮時は、実際の水面が海
図の水深の基準面よりも11～31ｃｍ下がる（マイナス潮位）ことがあ
ります。このような場合、実際の水深は海図に記載されている水深より
も浅くなり、普段は航行可能な浅瀬が航行出来なくなります。浅所付近
を航行する船舶は、浅所から距離をとるなど十分な注意を払い航行して
ください。また、水面が普段より下がることから、港内で係留中の船舶
は係船索の長さに余裕を持たせるといった注意が必要です。










